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背景・目的

このままでは、人口減少のため料金収入の低下し、
一般会計の繰入金の割合がますます大きくなり、

後の世代の負担が大きくなる
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下水道事業において下水道料金と一般会計の繰入
金が世代別にどのように影響を与えるかを検討する。
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繰入金
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今後の下水道料金の世代別負担を検討

2.境港市のこれまでの設定料金と理想料金の比較

1.鳥取県境港市の下水道事業費に対して世代会計を使い、
世代別に負担の出ない理想料金を算出

3.境港市の整備地区と未整備地区の世代別の便益と負担を分析

利用者がすべてを負担し、
世代間で負担差のない料金

理想料金
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図4.1 境港市の人口推移
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•1947年世代までは非利用者負担は増加
•1947年世代以降は非利用者負担は減少傾向
•2027年に下水道整備が完了→非利用者負担がなくなる

一般会計からの繰入金の割合を減少させる
ことで利用者使用益は減少に転じる

利用者便益
非利用者負担

まとめ

世代別の負担を平均
化するだけならば利用
者が全て下水道料金を
払うことで解決する.しか
し,それでは下水道料金

が高額になり払うことは
難しくなる.

課題

・利率や人口減少を
考慮し,早い段階で

の料金の増額と利
用者と非利用者の
差が大きい時期の
一般会計の割合を
減少させることが必
要になると考えられ
る.
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